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い
つ
の
間
に
か
決
ま
っ
て
い
た

え
、
い
つ
の
間ま

に
？

と

多
く
の
区
民
が
市
岡
商
業
高
校

（
弁
天
一
）
の
廃
校
に
驚
い
て

い
ま
す
。
こ
の
間
の
経
過
を
大

阪
市
教
育
委
員
会
に
訊き

い
て
み

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と

。

一
昨
年
六
月
二
十
六
日
に

三
商
業
高
校
（
市
岡
、
天
王

寺
、
東
）
統
合
・
新
商
業
高
校

開
設

の
方
針
が
市
教
委
か
ら

出
さ
れ
た
。

存
続
を
の
声
も
む
な
し
く
廃

校
が
決
ま
っ
た
市
岡
商
業
高
校

翌
二
十
七
日
に
市
議
会
文

教
経
済
委
員
会
で
議
論
。

同
年
十
二
月
十
四
日
に
行

政
評
価
委
員
会
か
ら
統
合
事
業

に
関
す
る
答
申
が
出
さ
れ
た
。

昨
年
二
月
二
十
一
日
、
同

会
の
答
申
を
受
け
、
市
と
し
て

実
施
の
方
針
が
決
ま
っ
た
。

同
年
三
月
六
日
、
市
議
会

文
教
経
済
委
員
会
で
議
論
。

同
二
十
八
日
に
市
議
会
本

会
議
で
採
択
、
決
定
。

そ
の
結
果
、
平
成
二
十
四

年
四
月
に
新
商
業
高
校
が
天
王

寺
に
開
校
さ
れ
、
三
校
で
は
同

年
の
新
入
生
募
集
を
止
め
、二
、

三
年
生
は
各
校
に
籍
を
置
い
た

ま
ま
新
校
舎
へ
通
う
。

市
岡
商
業
の
跡
地
利
用
は

市
全
体
で
検
討
さ
れ
る
。

◆

存
続
を

の
声
む
な
し

一
昨
年
八
、
九
月
の
本
紙
上

で
は
区
民
の
声
と
し
て
、

い

ま
立
派
に
機
能
し
、
市
区
民
に

親
し
ま
れ
て
い
る
学
校
を
な
く

す
必
要
は
あ
る
の
か

結
局
は

生
徒
数
減
少
で
財
政
的
に
や
っ

て
い
け
な
い
か
ら
と
い
う
市
の

台
所
事
情
か
ら
出
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か

市
予
算
に
無
駄
は

大
い
に
あ
り
、
そ
れ
を
省
い
て

三
校
存
続
・
充
実
の
方
向
で
解

決
す
べ
き
で
は
な
い
か

新
タ

イ
プ
の
商
業
高
校
を
つ
く
る
と

い
う
の
は
後
で
つ
け
た
理
由
で

は
な
い
の
か

た
だ
で
さ
え
少

な
い
港
区
の
文
教
施
設
を
減
ら

す
こ
と
に
は
賛
成
で
き
な
い

な
ど
の
疑
問
や
意
見
が
出
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

同
校
近
く
の
会
社
員
男
性
は

廃
校
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

港
区
か
ら
学
校
が
消
え
る
の
は

残
念
で
す
。結
果
は
と
も
か
く
、

こ
ん
な
問
題
は
も
っ
と
地
元
議

員
さ
ん
に
状
況
を
報
告
し
て
ほ

し
か
っ
た
と
話
し
て
い
ま
す
。

大阪市

小
学
校
給
食
の
民
間
委
託

は
実
施
さ
れ
る
の
？
さ
れ
な
い

の
？

こ
ん
な
声
が
区
民
か

ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年

五
月
号
で
こ
の
問
題
を
取
り
上

げ
て
以
来
の
経
過
を
調
べ
て
み

ま
し
た
。
大
阪
市
教
育
委
員
会

に
よ
る
と

。

平
成
十
九
年
度
に
八
校

（
磯
路
小
含
む
）
で
給
食
調
理

業
務
が
民
間
業
者
へ
モ
デ
ル
的

に
委
託
さ
れ
た
。

そ
の
実
施
状
況
を

大
阪

市
学
校
給
食
事
業
効
率
化
調
査

委
員
会

が
調
べ
、
昨
年
春
、

現
在
の
水
準
を
確
保
で
き
る

の
な
ら
、
よ
り
効
率
的
な
運
営

方
法
と
し
て
民
間
委
託
が
望
ま

し
い

と
の
提
言
（
最
終
報
告

書
）
を
市
教
委
に
提
出
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
昨
年
度
か

ら
同
じ
八
校
が
民
間
企
業
に
三

年
契
約（
二
十

二
十
二
年
度
）

で
調
理
業
務
を
委
託
し
た
。

今
年
度
か
ら
は
新
た
な
八

校
で
も
民
間
企
業
に
三
年
契
約

（
二
十
一

二
十
三
年
度
）
で

調
理
業
務
を
委
託
し
た
。

そ
の
結
果
、
現
在
、
十
六

校
で
給
食
調
理
業
務
が
民
間
企

業
に
委
託
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
で
給
食
調
理

業
務
に
携
わ
る
市
職
員
の
新
規

採
用
は
凍
結
さ
れ
、
退
職
者
の

穴
も
不
補
充
と
な
っ
て
い
る
。

◆
効
率
よ
り
教
育
視
点
で

学
校
給
食
を
ど
う
す
る
か
は

国
の
宝
で
あ
る
子
供
た
ち
の
成

長
に
関
わ
る
問
題
で
す
。
効
率

や
コ
ス
ト
重
視
で
判
断
す
る

と
、
教
育
と
し
て
の
給
食
本
来

の
あ
り
方
を
見
落
と
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。
市
民
の
知
ら
な
い

間
に
な
し
崩く

ず

し
的
に
民
間
委
託

を
拡
大
す
る
の
で
は
な
く
、
教

育
の
視
点
か
ら
の
真し

ん

摯し

な
論
議

こ
そ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
港
合
同

困
っ
た
時
の
労
働

相
談
村

一
人
で
も
入
れ
る

労
働
組
合

港
合
同

が
、
昨

秋
以
来
の
大
量
首
切
り
な
ど
に

対
応
し
、
日
常
の
相
談
活
動
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
発
足
さ
せ

た
。
倒
産
、
解
雇
、
賃
金
遅
欠

配
、
条
件
切
り
下
げ
、
配
置
転

換
、偽
装
請
負
、組
合
潰つ

ぶ

し
等
々

ど
ん
な
労
働
問
題
に
も
経
験
豊

か
な
ス
タ
ッ
フ
が
親
身
に
対

応
。
相
談
無
料
。
当
面
の
開
設

日
は
六
月
二
十
六
日
（
金
）
、

七
月
九
日（
木
）、
七
月
二
十
一

日（
火
）の
各
十
七

二
十
時
。

南
市
岡
三

六

二
六

レ
ス

ト
ラ
ン
地
底
旅
行
駐
車
場
内
。

六
五
八
三

四
八
五
八
。

■

２
０
０
９
夏
の
黄こ

う

土ど

高
原
ワ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

十
八
年
目
を
迎

え
た

緑
の
地
球
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（

）

の
山さ

ん

西せ
い

省
緑

化
協
力
の
成
果
を
観
察
し
、
農

村
の
人
々
と
交
流
す
る
。
失
わ

れ
た
緑
を
取
り
戻
す
試
み
に
参

加
す
る
人
を
募
集

７
面
に
関

連
記
事
。
日
程

八
月
一
日

八
日
（
七
泊
八
日
）

訪
問
地

中
国
山
西
省
大
同
市

旅
行

代
金

十
七
万
八
千
円

募
集

人
員

三
十
五
名
（
先
着
順
）

申
込
〆
切

六
月
二
十
五
日

（
定
員
に
達
し
次
第
〆
切
）
。

詳
細
は

（
認
定
特
定
非

営
利
活
動
法
人
・
緑
の
地
球
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
事
務
所
（
市

岡
一

四

二
四

五
階
、

六
五
七
六

六
一
八
一
）
へ
。

■
重
松
昭
春
さ
ん
講
義

今
、

真
実
を
知
る
時

解
決
す
る
の

は
我
々
の
意
識

マ
ネ
ー
と

は
？
大
恐
慌
の
本
質
は
？
社
会

を
動
か
し
て
き
た
の
は
誰
？

こ
の
世
の
根
本
構
図
が
分
か
れ

ば
根
本
変
革
の
道
も
見
え
て
く

る
。
長
年
の
教
育
活
動
の
中
で

得
た
人
間
意
識
へ
の
深
い
洞
察

か
ら
独
自
の
提
言
を
行
な
う
。

六
月
二
十
日
（
土
）
十
三
時
半

か
ら
石
炭
倉
庫
（
波
除
六

五

一
八
、

六
五
八
一

〇
六

六
四
）
で
。
受
講
費
必
要
。

■
タ
イ
の
エ
イ
ズ
の
子
ど
も
た

ち
へ
の
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
施
術

会

日
本
気
道
術
学
会
主
催
の

月
例
チ
ャ
リ
テ
ィ
施
術
会
。
タ

イ
の
エ
イ
ズ
の
現
状
を
知
り
、

最
大
の
犠
牲
と
な
っ
て
い
る
子

供
ら
に
救
い
の
手
を

と
の
呼

び
か
け
に
区
民
が
来
場
し
、
治

療
を
受
け
て
い
る

写
真
。
第

十
一
回
（
五
月
三
十
日
）
で
は

首
や
肩
が
凝こ

る

と
い
う
四

十
代
女
性
や
七
十
代
男
性
ら
が

来
場
。
第
十
二
回
は
六
月
十
九

日
（
金
）
十

十
六
時
に
港
区

民
セ
ン
タ
ー
一
階

菊

の
間

で
。
支
援
金
一
口
五
百
円
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
お
手
伝
い
さ
ん
も

募
集
。

〇
八
〇

一
四
〇
四

四
三
三
九

快か
い

生き

堂

堀
川
。
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公
園
の
不
法
投
棄
が

一
掃
さ
れ
ま
し
た
！

（
田
中
１
・
小
西
正
敏
）

区
内
の
あ
る
公
園
で
は
以
前

か
ら
将
棋
が
盛
ん
に
行
な
わ

れ
、
終
わ
っ
た
後
も
、
一
部
の

方
が
そ
の
場
に
イ
ス
や
机
等
を

放
置
し
て
帰
ら
れ
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

景
観
的
に
も
衛
生
的
に
も
良
く

な
い
と
思
い
、
港
・
大
正
公
園

事
務
所
に

撤
去
し
て
頂
け
な

い
か

と
何
度
も
申
し
入
れ
ま

し
た
。
が
、
な
か
な
か
埒ら

ち

が
明

か
な
い
の
で
五
月
二
十
二
日
、

再
度
メ
ー
ル
で
要
請
し
た
と
こ

ろ
、
二
十
七
日
に
西
部
方
面
公

園
事
務
所
か
ら

今
月
中
に
解

決
す
る

と
の
電
話
回
答
を
得

ま
し
た
。そ
し
て
翌
日
、同
事
務

所
か
ら
す
べ
て
撤
去
し
、看
板

も
設
置
し
ま
し
た

と
の
連
絡

を
受
け
、
さ
っ
そ
く
現
地
に
行

き
ま
す
と
、
イ
ス
、
机
等
が
す

べ
て
撤
去
さ
れ
、
放
置
し
な
い

よ
う
呼
び
か
け
る
看
板
も
設
置

さ
れ
て
い
ま
し
た

写
真
。
本

来
の
公
園
が
戻
っ
た
！
と
感
じ

ま
し
た
。
し
ば
ら
く
は
こ
の
状

態
が
維
持
で
き
る
か
見
守
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
公
園

は
み
ん
な
の
も
の
。
基
本
的
に

は
誰
が
ど
う
使
お
う
と
構
い
ま

せ
ん
が
、
そ
こ
に
は
一
定
の
ル

ー
ル
が
あ
る
は
ず
。
気
持
ち
よ

く
過
ご
せ
る
よ
う
、
お
互
い
が

心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

生
活
保
護
か
ら
年
金
へ

不
安
な
く
移
行
で
き
た

（
田
中
２
・

代
男
性
）

私
の
近
所
に
住
む

さ
ん
は

病
気
の
た
め
働
く
こ
と
が
で
き

ず
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
そ
の

さ
ん
が
年
金
受

給
の
年
齢
に
な
り
、
生
活
保
護

打
ち
切
り
↓
年
金
生
活
へ
の
移

行
を
考
え
た
時
、
こ
れ
か
ら
の

生
活
が
不
安
に
な
り
ま
し
た
。

と
い
う
の
は
、

さ
ん
の
年
金

額
は
生
活
保
護
費
（
生
活
扶
助

＋
住
宅
扶
助
）
よ
り
一
万
円
弱

多
く
な
り
ま
す
が
、医
療
費（
健

康
保
険
料
を
含
む
）
を
支
払
っ

た
場
合
、
生
活
レ
ベ
ル
が
大
幅

に
下
が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た

か
ら
で
す
。
な
ぜ
な
ら
生
活
保

護
の
場
合
、
医
療
費
は
現
物
支

給
（
つ
ま
り
自
分
の
支
払
い
は

ゼ
ロ
）
で
す
が
、
年
金
生
活
の

場
合
は
基
本
的
に
自
分
で
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で

す
。
そ
こ
で
、

さ
ん
と
私
は

役
所
に
行
き
、

生
活
保
護
を

打
ち
切
っ
て
も
、
も
し
も
の
場

合
は
ち
ゃ
ん
と
対
応
し
て
ほ
し

い

と
求
め
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、

基
本
的
に
は
年
金
で
や

っ
て
み
て

医
療
に
問
題
が
出

た
時
は
役
所
が
相
談
に
乗
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て

さ
ん
は
安
心
し
て

年
金
生
活
に
入
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
何
事
も
諦あ

き

めら

ず
、
役

所
と
も
誠
意
と
熱
意
を
持
っ
て

交
渉
す
れ
ば
、
こ
ん
な
世
の
中

で
も
そ
れ
な
り
に
生
き
て
い
く

方
法
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
教

え
て
く
れ
た
、
さ
さ
や
か
な
経

験
で
し
た
。

倒
産
に
負
け
な
い
労
働
者

身
に
つ
ま
さ
れ
て
読
ん
だ

（
他
区
・
女
性
）

倒
産
に
負
け
る
も
ん
か
！

の
紙
面
（
前
号
１
面
）
を
身
に

つ
ま
さ
れ
る
思
い
で
読
み
ま
し

た
。
我
が
家
も
、
主
人
の
会
社

の
経
営
が
悪
化
し
て
社
長
が
自

殺
。
残
さ
れ
た
従
業
員
と
新
社

長
で
立
て
直
し
に
頑
張
り
ま
し

た
が
、
事
業
縮
小
し
、
リ
ス
ト

ラ
に
近
い
形
で
退
職
。
三
カ
月

失
業
し
て
い
ま
し
た
。
家
計
は

日
に
日
に
火
の
車
と
な
っ
て

も
、
主
人
に
精
神
的
負
担
を
か

け
な
い
た
め
に
平
静
を
装
っ
て

い
ま
し
た
。
主
人
が
失
業
中
に

幼
稚
園
へ
迎
え
に
行
っ
た
時
、

お
母
さ
ん
た
ち
が
い
る
場
で
息

子
が

俺
の
父
ち
ゃ
ん
、
働
い

て
な
い
ね
ん
！

と

爆
弾
発

言

し
た
こ
と
も
。
倒
産
し
た

会
社
に
残
る
本
人
と
、
そ
れ
を

見
守
る
家
族

そ
の
心
労
は
計

り
知
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

安
治
川
水
門
の
試
運
転

面
白
く
て
び
っ
く
り
！

（
市
岡
・

歳
女
性
）

安
治
川
水
門
の
試
運
転

（
前
号
ま
で
連
載
）
が
分
か
り

や
す
く
、
面
白
か
っ
た
で
す
。

（
尻し

り

無な
し

川
水
門
が
）
近
く
に
あ

っ
た
の
で
す
が
、
ど
う
動
く
の

か
を
知
り
、
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
港
区
に
住
み
一
年
が
経
ち

ま
し
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
元
気
な
街
だ

な
ぁ
と
い
う
印
象
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
地
域
に
根
ざ
し
た
情
報

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

浮
世
絵

の
再
連
載
を

（
池
島
・

代
女
性
）

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
浮
世
絵
講

座

（
前
号
ま
で
連
載
）
が
好

き
で
す
。
港
区
に
も
こ
ん
な
に

芸
術
に
通
じ
た
方
の
お
ら
れ
る

こ
と
が
ま
ず
嬉
し
く
、そ
の
上
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
文
章
の
中
に
知

識
が
一
杯
詰
ま
っ
て
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
分
だ
け
で
も
、
何
だ

か
浮
世
絵
通
に
な
っ
た
気
分
で

す
。
筆
者
多
忙
の
た
め
一
旦
連

載
を
休
止
と
あ
り
ま
し
た
が
、

ぜ
ひ
再
連
載
を
希
望
し
ま
す
。


